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　青森県埋蔵文化財調査センターでは、平成１９年度に県道八戸環状


線道路建設事業予定地内に所在する八戸市長久保（２）遺跡と糠塚小沢


遺跡及び中居林遺跡の発掘調査を行いました。これらの遺跡が位置す


る新井田川流域では、数多くの埋蔵文化財包蔵地が知られており、学


術的にも重要な地域の一つとなっています。


　長久保（２）遺跡と糠塚小沢遺跡では、主に縄文時代中期から後期の


遺構と遺物が出土しました。また糠塚小沢遺跡では、動物と思われる


貼り付け文のついた縄文時代後期前半の土器が発見され、同時期の土


器装飾を考える上で新たな資料を提供しました。中居林遺跡では、弥


生時代中期の竪穴住居跡が２軒発見されましたが、八戸市管内では少


ない同時期の集落像を考える上で貴重な資料となるものです。


　本報告書は、平成１９年度長久保（２）遺跡・糠塚小沢遺跡・中居林


遺跡発掘調査事業の調査成果をまとめたものです。各遺跡の調査成果


が、広く埋蔵文化財の保護と研究に活用され、地域社会の歴史・文化


を理解するための普及活動に役立つことを期待します。


　最後になりましたが、発掘調査の実施と報告書の作成にあたり御指


導及び御協力を賜りました関係各位に心から感謝申し上げます。


平成２１年３月


青森県埋蔵文化財調査センター 　  　  


所　　長　　伊　藤　博　文











１　本報告書は、県道八戸環状線道路建設事業に伴い平成19年度に青森県埋蔵文化財調査センターが発掘調査を実施


した、長久保（２）遺跡、糠塚小沢遺跡及び中居林遺跡の発掘調査報告書である。


２　長久保（２）遺跡の所在地は八戸市大字糠塚字長久保５外、糠塚小沢遺跡の所在地は八戸市大字糠塚字小沢22


外、中居林遺跡の所在地は同市大字中居林字中居林36－15外である。青森県遺跡番号は、長久保（２）遺跡が


０３２７９、糠塚小沢遺跡が０３２８０、中居林遺跡が０３２８１である。


３　本報告書は青森県埋蔵文化財調査センターが編集し、青森県教育委員会が作成した。執筆は、岡本・平野祐文化


財保護主事が協議の上行い、執筆者名を各章の末尾に記した。依頼原稿は執筆者名を文頭に記した。


４　発掘調査及び整理作業・報告書作成の経費は、調査を委託した青森県県土整備部道路課が負担した。


５　資料の分析・鑑定は下記に依頼した。（順不同・敬称略）


　　火山灰分析　　　　　　　　　　　　国立大学法人　弘前大学　理工学部　教授　　柴　正敏


　　石器の石質鑑定　　　　　　　　　　八戸市文化財審議委員　　　　　　　　　　　松山　力


　　木炭の放射性炭素年代測定　　　　　株式会社　加速器分析研究所


　　炭化材樹種同定　　　　　　　　　　株式会社　パレオ・ラボ


　　炭化種実同定　　　　　　　　　　　株式会社　パレオ・ラボ


　　炭化種子の放射性炭素年代測定　　　株式会社　パレオ・ラボ


６　遺物写真撮影はシルバーフォト、スタジオエイト両社に、遺物実測図作成の一部は株式会社シン技術コンサル、


株式会社アルカに委託した。遺跡の空中写真撮影は株式会社シン技術コンサルに委託した。


７　本報告書に掲載した地形図は、国土地理院発行の２万５千分の１地形図、青森県縮尺２千５百分１数値地形図を


複写・加工したものである。


８　引用・参考文献は本文の末尾に一括したが、依頼原稿については文末に記している。


９　各遺物の属性等を記した一覧表は本文の末尾に一括した。


10　発掘調査及び報告書作成における出土品・実測図・写真等は、現在、青森県埋蔵文化財調査センターで保管して


いる。


11　発掘調査及び本報告書の作成に際して、下記の機関・諸氏からご指導・ご協力を得た。（順不同・敬称略）


　　八戸市教育委員会、名取市教育委員会、仙台市教育委員会、（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター、


　　藤沼邦彦、関根達人、瀬川　滋、村木　淳、森　淳、永嶋　豊、杉山陽亮、船場昌子、大友　透、鴇崎哲也、


　　斎野裕彦


12　遺構・遺物実測図の掲載にあたっては、以下の基準・様式によった。


　１）　公共座標は日本測地系に基づき、挿図中の方位は座標北を示す


　２）　挿図の縮尺は、各図にスケールを付した。


　３）　遺物写真の縮尺は統一していない。また、写真図版の遺物番号は挿図番号と一致する。


　４）　挿図中で用いた網掛けは下記の通りである。


　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石器；タタキ面　　　　その他は必要に応じ個別に記載した。


　　　　　　　　　　


　５）　本書で使用した略号は下記の通りである。


　　　　　遺構　　SI：竪穴住居跡　SK：土坑　SD：溝跡　SN：焼土　SR：埋設土器


　　　　　遺物　　Ｐ：土器　Ｓ：石器または自然礫　Ｃ：炭化物


　　　　　火山灰　To－ｈ：八戸火山灰　To－Nb：南部浮石　To－Cu：中掫浮石　To－ｂ：十和田ｂ降下火山灰


　６）　堆積土の色調は、小山正忠・竹原秀雄編『新版　標準土色帖』25版（2003年）によった。


　７）　遺跡内の堆積土は、遺跡全体に共通する自然堆積層（基本層序）をローマ数字で、各遺構の堆積土を概ね堆積


の新しい順に算用数字で付した。


　８）　土器の破断面のうち、擬口縁と考えられる部分は形状通り表現した。


　９）　礫石器で使用痕が認められる位置を、断面図に├─┤で表した。


例　　　　　　言


石器；スリ面


遺構；焼土範囲
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第１章　調査の概要


　県道八戸環状線道路建設事業の実施計画に伴い、当該事業予定地内に所在する埋蔵文化財の取り扱


いについて、平成13年度に青森県県土整備部道路課と青森県教育庁文化財保護課が協議し、平成13


年９月に文化財保護課が確認調査を実施した。調査の結果、長久保（２）遺跡・糠塚小沢遺跡を含む４


遺跡が新規登録され、平成14年４月～７月に長久保（２）遺跡、同年９月～10月に糠塚小沢遺跡の本


発掘調査が行われた。また、中居林遺跡は平成 14年度に青森県教育委員会の文化財パトロール事業


により遺物の散布が確認され、平成15年2月に新規登録された。平成18年６月～８月には、用地買


収等の進捗に伴い長久保（２）遺跡の追加調査と中居林遺跡の本発掘調査及び確認調査が行われた。そ


の後、長久保（２）遺跡・糠塚小沢遺跡・中居林遺跡の本発掘調査及び確認調査の結果を踏まえ、今後


の工事計画と発掘調査について道路課・三八地域県民局地域整備部道路整備課・文化財保護課が協議


した結果、３遺跡の追加調査を平成19年度に青森県埋蔵文化財調査センターが担当して行うことに


なった。平成18年10月には道路整備課・文化財保護課・埋蔵文化財調査センターが、調査予定地の


現地確認と打ち合せを行い、平成19年4月には、発掘調査に先立って現地で最終的な調査の打ち合


わせを行った。


　なお、長久保（２）遺跡・糠塚小沢遺跡・中居林遺跡に係る土木工事等のための発掘に関する通知は、


平成18年10月に三八地域県民局地域整備部長名で提出され、同年12月に文化財保護課から当該発掘


前における埋蔵文化財の記録の作成を目的とする発掘調査の実施が指示された。


第１章　調査の概要
第１節　調査に至る経緯


第２節　調査要項
１　調査目的


　県道八戸環状線道路建設事業の実施に先立ち、当該地区に所在する中居林遺跡・長久保（２）遺跡・


糠塚小沢遺跡の発掘調査を行い、その記録を保存して、地域社会の文化財の活用に資する。


２　発掘調査期間　　　平成19年４月24日から同年10月30日まで


３　遺跡名及び所在地　長久保（２）遺跡（青森県遺跡番号０３２７９）


　　　　　　　　　　　　八戸市大字糠塚字長久保５外


　　　　　　　　　　　糠塚小沢遺跡（青森県遺跡番号０３２８０）


　　　　　　　　　　　　八戸市大字糠塚字小沢２２、２５外


　　　　　　　　　　　中居林遺跡（青森県遺跡番号０３２８１）


表１　既往の調査


調査次数＼遺跡名・文献 長久保（２） 糠塚小沢 中居林


登録 2001年度・県328集 2001年度・県328集 2002年度・県354集


第一次調査 2002年４月～７月・県367集 2002年９月～10月・県376集 2006年６月～８月・県454集


第二次調査 2006年６月～８月 2007年４月～10月・県470集 2007年４月～10月・県470集


第三次調査 2007年４月～10月・県470集 2008年４月～10月・未刊


網かけは今回報告分
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第１章　調査の概要


　　　　　　　　　　　八戸市大字中居林字中居林３６－１５～１８・２２、３８－１外


４　調査面積　　　　　長久保（２）遺跡　　　 １，０００㎡


　　　　　　　　　　　糠塚小沢遺跡       　　  ２，５００㎡


　　　　　　　　　　　中居林遺跡　　　　　 ８，６４６㎡　


５　調査委託者　　　　青森県県土整備部道路課


６　調査受託者　　　　青森県教育委員会


７　調査担当機関　　　青森県埋蔵文化財調査センター


８　調査体制　　　　　


　　　調査指導員　　　市川　金丸　元青森県考古学会会長・故人（考古学）


　　　調　査　員　　　葛西　　勵　前青森短期大学教授（考古学）


　　　調　査　員　　　松山　　力　八戸市文化財審議委員（地質学）


　　　調査担当者　　　青森県埋蔵文化財調査センター


　　　　　　　　　　　　所長　　　　　　　　末永　五郎（平成20年３月退職）


　　　　　　　　　　　　次長（調査第一GL）　 三宅　徹也（平成20年３月退職）


　　　　　　　　　　　　総務GL                　　 櫻庭　孝雄


　　　　　　　　　　　　調査第二GL　          　工藤　　大（現　次長）


　　　　　　　　　　　　文化財保護主査　       野村　信生（現　青森県教育庁文化財保護課）


　　　　　　　　　　　　文化財保護主事　       岡本　　洋


　　　　　　　　　　　　調査補助員　　       　春里めぐみ（平成20年１月退職）・


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前田　沙樹（平成20年３月退職）・


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太田　　雄・池田　敬亮


第３節　調査方法
　長久保（２）遺跡・糠塚小沢遺跡の発掘調査では、第一次調査以来用いられているグリッドを踏襲


したため、両遺跡で共通である。原点は日本測地系による公共座標値Ｘ＝53,980、Ｙ＝55,710 で


ある。１グリッドは４×４ｍとし、原点から南に向かってAA、AB、AC・・、北に向かってZZ、ZY、


ZX・・の順にアルファベットを、また東に向かって０、１、２・・の順に算用数字を付し、AI－23、


ZV－53のように組み合わせてグリッド名とした。また、北西隅の杭でグリッドを代表させた。測量


に用いた公共座標値・標高値の基準点は、前回設けた基準点が工事の進捗により失われていたため、


測量業者に委託して調査区内に新たに打設した。なお、長久保（２）遺跡内における標高値については、


第一次調査時の値と第二・三次調査の値とで0.5～１ｍの誤差を生じているが、第一次調査時の基準


点が既に失われているため統一は不可能であった。


　中居林遺跡の発掘調査では、第一次調査でグリッドを設定しなかったため本年以降に調査対象と


なっている約21,000㎡の区域について、その範囲を覆う新たなグリッドを設定した。原点は日本測


地系による公共座標値Ｘ＝54,100、Ｙ＝56,300である。１グリッドは４×４ｍとした。原点から東


に向かってAA、AB、AC・・・AY、BA、BB、BCのようにＺを除くアルファベットを、北に向かって


算用数字を１から順に付して、AA－ 1、BB － 29 のように組み合わせてグリッド名とし、南西隅の
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杭で代表させた。なお、測量に用いた公共座標値・標高値の基準点は、測量業者に委託して調査区内


に新たに打設した。


　３遺跡の調査とも先述のグリッドに基づく分層発掘を行い、遺構確認はⅡ層の堆積状況が良好な中


居林遺跡Ｂ・Ｃ区はⅢ層 a上面、その他はⅢｂ層上面で 1回目を、Ⅴ a層上面で２回目を行った後、


Ⅴｂ層上面まで掘り下げたが、欠層のある場合や掘り下げ途中で確認できた場合は随時対応した。ま


た、層序の確認と縄文時代早期以前の遺構・遺物確認のため調査区の一部をⅨ層まで掘り下げた。表


土の除去並びに排土の移動には重機を使用し、包含層及び遺構の掘削は人力で行った。長久保（２）遺


跡・糠塚小沢遺跡の遺構番号は、両遺跡の境界が不明瞭だったため全体を長久保（２）遺跡として発見


順に連番を付して調査した後、報告時に分離し第一次調査からの通し番号になるよう振り替えた（表


２）。中居林遺跡では遺構ごとの発見順に１から連番を付したため、土坑名の一部が第一次調査のも


のと重複する。今後は第一次調査の土坑について触れる場合、頭に調査年次の2006年を付し、「2006


年第30号土坑」（略称は06SK－30）とすることで対応したい。


　遺構実測には、簡易遣り方測量及び光波トランシットによる測量点を株式会社CUBICの遺構実測支


援システムを用いて図化する方法を併用した。実測図は縮尺二十分の一を基本として作成し、遺構規


模に応じて変更した。写真撮影は35㎜カラーリバーサル・モノクロームフィルム及びデジタルカメ


ラを用いて適宜行った。空中写真撮影は、６×６版カメラと35㎜カメラを搭載したラジコンヘリを


使用し、カラーリバーサルフィルムで行った。


第４節　発掘作業の経過
　発掘調査は担当職員２名・調査補助員４名・発掘作業員52名の体制で行った。初めに中居林遺跡


の調査に着手した後、道路整備課の要請があり次第、長久保（２）遺跡・糠塚小沢遺跡の調査を行うこ


ととした。


調査時の遺構名 報告遺構名 調査時の遺構名 報告遺構名


07長久保（２） SI－１ → SI－８ 07長久保（２） SK－９ → SK－13


07長久保（２） SI－２ → SI－９ 07長久保（２） SK－10 → SK－14


07長久保（２） SI－３ → SI－10 07長久保（２） SK－11 → ●SK－38


07長久保（２） SK－１ → SK－５ 07長久保（２） SK－12 → SK－15


07長久保（２） SK－２ → SK－６ 07長久保（２） SK－13 → SK－16


07長久保（２） SK－３ → SK－７ 07長久保（２） SK－14 → SK－17


07長久保（２） SK－４ → SK－８ 07長久保（２） SK－15 → SK－18


07長久保（２） SK－５ → SK－９ 07長久保（２） SN－１ → SN－４


07長久保（２） SK－６ → SK－10 07長久保（２） SN－２ → ●SN－２


07長久保（２） SK－７ → SK－11 07長久保（２） SN－３ → ●SN－３


07長久保（２） SK－８ → SK－12 報告遺構名の●印は長久保（２）遺跡。外は糠塚小沢遺跡。


表２　長久保（２）遺跡・糠塚小沢遺跡の遺構番号対照表
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第１章　調査の概要


１　中居林遺跡


　当センターが平成18年度に行った確認調査の結果、市道惣善前・小沢線から市道綿ノ端駒ヶ沢線


の間約21,000㎡が本発掘調査の対象区域とされた。平成19年度はその内8,000㎡を発掘調査する予


定で、４月24日から作業に着手した。調査区全体を地形及び未買収による調査不能区域との関係か


らＡ～Ｄ区に分割した。確認調査で遺物の出土が多い地点は分かっていたが、重機で表土除去を行う


には遺物包含層までの深さなどの情報が十分ではなかったため、環境整備や雑木伐採の後、トレンチ


調査を行った。トレンチを計13箇所入れた後、５月15日から重機による表土除去を斜面上部から開


始した。５月16日にはＤ区の頂上平坦部から遺構精査を開始した。Ｄ区南側は急斜面である上、Ⅲ


層中の遺物が少なく遺構も検出できなかったため、５月下旬にⅣ層上面を露出したところで埋め戻す


こととした。これはアワズナと呼ばれる降下火山灰（中掫浮石）が飛散し、近隣住民に迷惑をかけな


いためにも必要な措置であり、６月末には砂塵飛散防止のための防塵ネットを調査区の周囲に設置し


た。
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　Ｄ区北側も急斜面であり調査は難航したが、土坑や配石遺構を検出するなどの成果があった。６月


上旬には、Ｄ区斜面下部で縄文時代後期初頭を主体とする捨て場が検出された。遺物集中区３として


調査を進めた捨て場のⅢ層下部では、７月半ばまでに竪穴住居跡２軒と数基の焼土遺構も検出され


た。初めは厚く堆積した遺物包含層から出土する多量の遺物に気を取られ竪穴住居跡の掘り込みを見


逃していたが、両竪穴住居跡の炉跡検出によりその存在が判明した。７月下旬には、Ｄ区斜面に堆積


した中掫浮石層を重機で除去している途中で、縄文時代後期の土器（第13号焼土に伴う可能性がある）


を発見した。土層断面を精査した結果、中掫浮石層が地滑りを起こして本来の黒色土を覆っているこ


とが分かり、この場所から第25・26号土坑などを検出した。


　Ａ～Ｃ区の調査は、Ｄ区と併行して５月から進めた。弥生時代の遺物の散布が密なため、できるだ


け出土地点を押さえて遺物を取り上げた。６月下旬には、Ｂ区で２軒の竪穴住居跡を検出し精査を開


始した。第３号竪穴住居跡は規模が大きく、また焼失家屋であったため調査には長期間を要した。８


月に入ると一部の遺構精査を残して中居林遺跡の調査が終了したため、人員の多くを長久保（２）遺跡・


糠塚小沢遺跡の調査に回した。９月６日に空中写真撮影、11日に松山調査員による地質指導を終え、


必要箇所の埋め戻しを行った。この後、市道ルートの変更に伴う付替部分の確認調査を行い、９箇所


のトレンチ調査の結果本発掘調査は不要と判断した。10月12日に床面土壌サンプル採取を終えた第


３号竪穴住居を埋め戻し、本年の発掘調査を終了した。調査面積は8,646㎡である。なお、本事業に


係る発掘調査は平成20年度も継続して行い、残る調査対象面積は約10,000㎡となった。


２　長久保（２）遺跡・糠塚小沢遺跡


　既往の調査区域の北側隣接地を発掘調査した。長久保（２）遺跡と糠塚小沢遺跡の境界が不分明なた


め、全体を長久保（２）遺跡として調査し、調査後に44グリッドラインの西を長久保（２）遺跡、東を


糠塚小沢遺跡として分離した。44グリッドラインでの分離は、東向き斜面の傾斜変換点にあたるこ


とや付近での遺物の出土が極めて少量であることから設定した便宜的な措置である。


　道路整備課より両遺跡に係る工事図面の提供を受け、６月12日に現地調査に着手した。雑木伐採


の後、人力により粗掘り及び遺構確認作業を開始した。調査区北壁側のトレンチ調査を進めた結果、


調査対象範囲のほぼ全域で遺物が出土することが分かったため、表土除去及び排土の移動に重機を用


いることとした。７月４日から重機を稼動させるとともに、人員を中居林遺跡と等分して遺構確認作


業にあたった。７月20日からは土坑精査を開始するとともに、糠塚小沢遺跡での竪穴住居跡の確認


作業、長久保（２）遺跡の遺物包含層調査を行った。８月からは中居林遺跡の調査に当たっていた作業


員を回し両遺跡の調査を進めたが、沢地の湿気や湧水に悩まされ、進捗は思うに任せなかった。丘陵


東斜面に当たる長久保（２）遺跡の調査は、検出遺構数が少なかったため９月末までに終了した。丘陵


裾の緩斜面地である糠塚小沢遺跡では、縄文時代中期末葉の竪穴住居跡が３軒検出され、平成14年


に調査された集落の広がりが明らかとなった。10月11日に両遺跡の空中写真撮影を行った後残る遺


構及び沢地の調査を終え、10月24日から必要箇所の埋め戻しを行い、10月30日に発掘調査を終了し


た。調査面積は長久保（２）遺跡が1,000㎡、糠塚小沢遺跡が2,500㎡である。なお、本事業に係る両


遺跡の発掘調査は完了した。
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第１章　調査の概要


　発掘調査で出土した遺物の数量は、段ボール箱換算で長久保（２）遺跡は土器13箱、石器６箱、陶


磁器等１箱であった。糠塚小沢遺跡は土器10箱、石器 5箱、陶磁器等 1箱で、このほか少量の土壌


サンプルがあった。中居林遺跡は土器（土製品含む）96箱、石器34箱、陶磁器等３箱で、このほか


土壌サンプルが土のう袋で約300袋あった。各遺物は平成19年度中に水洗・注記を行った後、平成


20年４月から分類・接合した。土器は文様のある破片や、調整などが特徴的で時期の分かるものを


中心に実測・採拓した。石器は刃部加工や使用痕のあるものを抜き出した後、特徴的なものを選んで


実測した。土製品・石製品はできるだけ多くの点数を実測した。なお、土器及び剥片石器の一部につ


いて、実測・トレース委託を行った。委託した以外の遺物実測図は手作業でトレースした。陶磁器及


び金属製品は一部を写真図版に掲載した。土壌サンプルは当センター内で水洗選別し、大まかな分類


の後、炭化種実を選んで分析委託した。


　遺構実測図はスキャナで読み取り、株式会社CUBICの遺構実測支援ソフトでデジタルトレースした。


また、調査時に付した遺構番号を変更したものや、欠番としたものがある。遺物への注記は調査時の


遺構番号で行っているため、第２～４章中の各遺構の記述箇所には変更前の遺構番号を併記している。


第６節　遺跡の位置と環境
１　遺跡の位置及び周辺の地形・地質


　今回発掘調査を行った地区は、八戸市中心街から南へおよそ２㎞、現在の海岸線からおよそ5.5㎞


の内陸に所在する。八戸市内には、岩手県葛巻町袖山に源を発する馬淵川が南西から、同じく新井田


川が南から注いでおり、八戸低地が形成されている。八戸低地の南には両河川に挟まれた八戸段丘が


あり、低地部と段丘部を合わせて八戸平野と称している。八戸段丘は小河川によって開析され、今回


調査された３遺跡は西から長久保（２）遺跡、糠塚小沢遺跡、中居林遺跡の順に並んでおり、３遺跡を


のせる段丘は東に新井田川、西に土橋川が流れる間を北に向かって舌状に張り出している。八戸市付


近の段丘は松山（1983）により高位の蒼前平段丘から低位の田面木段丘まで７つに区分されており、


今回発掘調査した場所はいずれも中位の白銀平段丘及びその開析地に位置する（図３）。また、この


部分は水野・堀田（1997）による区分では段丘中位面（ＧⅡＣ～Ｄ）に当たる。白銀平段丘は下部か


ら天狗岱火山灰層、高館火山灰層、八戸火山灰層、南部浮石層によって構成されている。なお、３遺


跡周辺の地形および地質については、長久保（２）遺跡の第一次調査報告書（青森県教育委員会2004ａ）


に詳しい。


　長久保（２）遺跡は、標高56～74ｍの幅の狭い丘陵に立地し、丘陵頂部付近に縄文時代中期後葉の


集落跡が営まれる。糠塚小沢遺跡は、小沢という字名が示す通り長久保（２）遺跡と中居林遺跡の間の


谷間に立地し、標高は50ｍ前後である。小さな沢を挟む緩斜面に縄文時代中期末葉の集落が営まれ


ている。中居林遺跡は南北に細長く延びる丘陵に立地し、標高は38～80ｍを測る。市道惣善前・小


沢線が走る尾根からは新井田川下流域の平野と、その北側に太平洋を見渡すことができる。標高の高


い場所では縄文時代後期初頭の集落跡が、東側の緩斜面では弥生時代中期の集落が営まれている。い


ずれの遺跡も発掘調査前は山林または畑地として主に利用されていた。


第５節　整理作業の方法と経過
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